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発表要旨：
これまで、台湾でも横光利一研究は、日中新感覚派の比較研究において論じられてきた。ところが、日本語教育を受けた日本統治期台湾の文学者たちは、同時代的に日本「内地」文壇を意識し、文学活動を行っていた。本発表では、博士論文などで明らかにした「台湾新感覚派」による横光受容の系譜を、作家別にテクスト比較を通して論じる。
まず、台湾プロ文学の大御所である楊逵による横光利一「純粋小説論」への肯定的評価を通して、台湾文壇が如何に内地の文芸復興へ関心を示したかを検討している。次に、「頭ならびに腹」と明治大学での師事した巫永福の「首と体」」という二作における象徴的構図の類似を分析し、横光の「時間」から「意識」を発見し、台湾最初の意識の流れ小説となる「眠い春杏」を創り出したことを解明した。
そして、日中新感覚派研究史では解釈しきれない側面を指摘するため、横光の「笑はれた子」と対照させ、翁鬧の「羅漢脚」は台湾の先行研究で評された狭義の新感覚派ではなく、それ以前の志賀直哉との強い影響関係の作品を見てとれることを指摘し、劉吶鴎が横光「皮膚」を模作し、「游戯」の創出に至る過程において、中国新感覚派を樹立した戦略を論じた。
また、戦後も活躍している、『改造』懸賞小説の入選者である龍瑛宗の小説「邂逅」や随筆「ナポレオンと横光利一」を分析することによって、その文学観の揺れを浮き彫りした。更に、中国語で創作した鍾理和の「蒼蝿」は横光の非情な「蝿」のカメラアイを継承し、「人間の偽り」を自嘲している表現を創生した点を究明した。
最後に、東アジアの横光受容を比較するため、横光「唯物的文学論について」と韓国人作家李箱の文芸論「現代美術の揺籃」と「童骸」との類似を論じた。更に、東アジアにおける横光受容の様相を、劉吶鴎「遊戯」、翁鬧「残雪」、李箱「童骸」の比較によって、植民地的近代の雑種性に注目する。

他方、横光本人による台湾描写を、全集未収録随筆「台湾の記憶」や「盛裝」などで解析し、「台湾」は近代的理性と対比される「野性」の修辞として捉えられていることが分かる。
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